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メッセージ

縄文アソシエイツのミッション

2025年、日本企業の経営スタイルは大きく変化しているでしょ
う。

取締役会の位置付けは、各事業部門が自分の利害を述べる時は
述べる一方他部門の案件には馬耳東風という場から、会社全体
としてどの方向に進むべきかを議論する場となっていると思い
ます。社外取締役は全体感の流れの中で会社の常識と世間の常
識に差異を感じれば間髪いれずに正す事で、位置付けは更に重
要になっていると考えます。

既にそのようなスタイルに移行している会社があることも事実
ですが、逆に言えばそのようにならないと生き残れないと考え
ています。

そして、何よりも求められるのが真のリーダーです。つまりは
真の社長ということになります。実績があることは当然とし
て、部下の主張を聞きながらもその場で社長としてその主張が
正しいか間違っているかを迅速にジャッジ出来ることが求めら
れます。又、会社の永続性を考えれば、常に後継者をどのよう
に育て誰にしていくかという事を考えなければなりません。そ
こにはフェアな視点、かつ、人間を見抜く力が求められます。
冒頭に申し上げたように取締役会や経営会議での議論は活発に
なると思いますが、市場からの撤退のルールが今後厳格化し、
経営判断に更にスピードが求められる事を想定すれば、最終
ジャッジをするのは社長であり責任を負うのも社長です。

縄文アソシエイツは、そのようなリーダーのポテンシャルを
持った原石のような方から真のリーダーたる人まで、企業との
出会いをサポートすることがミッションだと考えています。




